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【学 校 教 育 目 標】自分の可能性を信じ、新しい時代を心豊かで、たくましくしなやかに生きる生徒の育成 

【キーワード】『考動』と『協学』                   文責：湊口 

    
 

１学期の半分が過ぎました。中学校では、中間テストが終わり、生徒達はほっと一息つきたいとこ

ろですが、学習はどんどん難しい内容になりますので、まだ気を抜けません。また、部活動も、県体

予選の本格的な勝負の時期となります。学習や部活動について後悔が残らないように、全力で取り組

んでもらいたいと思います。特に、３年生については、今の頑張りが将来の進路に影響しますので、

ご家庭や地域の方々のご協力や励ましをお願いしたいと思います。 
  

☆『傾聴三原則』の成果？・・・次は？☆5/27計画訪問より 
 「なぜ中島中の生徒は授業中よく話すように

なったのか？(発話量が増えた)」という問いと、

本校の生徒について、 

○ペアやグループで活発に話す 

○自分の言葉で話す 

○自分の考えをもち、表現する 

という評価を、県教育委員会の指導主事の先生

よりいただきました。もし、理由を挙げるとす

ると、本校で４月から「傾聴三原則」を意識す

ることに取り組んできたからでしょうか。岐阜

聖徳学園大学の山田貞二教授にご指導をいただ

いた内容を、まず、教師全員が実践することを

心がけました。さっそく良好な効果が表れたよ

うです。 

 しかし、本校の目指すのは、自分の考えを言

うことができるではなく、「対話」を通して自身

の思考を新しいものや深いものへと練り上げる

ような学び合いや話し合いができることです。

つまり『協学』

です。そのため

に、活発な「対

話」が展開でき

るように、生徒

自身に意見の

「交通整理」を

する力を習得し

てほしいと願い、現在指導中です。具体的に

は、オープンクエスチョンで議論を深めるとし

て、例えば、「もっと詳しく教えて」「なぜそう

考えたの」「例えばどんなこと」「他にはどんな

ことがあるかな」等の「問い返し」で話を続け

ることに挑戦中です。 

ご家庭でも、ぜひ、会話を単語で終わらせる

ことなく、「問い返し」をしてみませんか。学校

の様子等、詳しく伝わるといいなと思います。 

☆授業は団体戦☆ 
 『授業が命』といいますが、教室をまわって

みると…。「わっ」「ぎょえっ」「んー」等と奇声

が聞こえたり、「Ｔ-time」ではないのに私語が

聞こえたり、キョロキョロしていて突然私と目

が合ったり、伸びをする人がいたり、姿勢の悪

い人がいたりと、なんだか残念な気持ちになる

ことが稀にですがあります。 

中学校の授業は教科担任ですので、簡単に時

間割変更はできませんから、理解するまで時間

をかけて何度でも学習するようなことはありま

せん。また、小学校のようにオールラウンダー

の先生が全教科を教えるのではなく、より専門

的な知識や技能を有する先生が教えます。本校

の場合、各教科の先生は１年生から３年生まで

の全学年を教えますので、高校入試までを見通

して指導しているということです。授業を大切

にする、『授業が命』という考えに至ります。 

適度な緊張感のある

授業態度が求められ

ると思います。 

右の写真ですが、

３年生に授業態度に

ついての写真を撮り

たいので、真剣に授

業を受けているとこ

ろ(写真上)と不真面

目に受けているとこ

ろ(写真下)を表現し

て、とお願いしたも

のです。学級全体で

真剣に授業を受ける雰囲気をつくることが大切

です。前述のような態度の人がいると、良い雰

囲気をつくることが難しくなります。学級全体

の雰囲気は一人一人の気持ちで決まるのです。 
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☆『ピア・サポート』☆ 
 『ピア・サポート』とは、同じような立場の人によるサポートといった意味があります。今回は、

１年生の悩みや心配事について、３年生を代表して生徒会役員の人に答えてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも、１年生からは「周囲の人たちとの接し方」「部活動で上達するには」等、日頃の困ってい

ることについて相談がありました。それに対し、「自分もそうだったよ」と共感しながら心温まるアド

バイスの言葉が返されていて、素敵だなと感じました。 
  

□『栄光の記録』□ 
【七尾みなとロータリークラブ杯 第 76 回Ｕ15 バスケットボール中島大会】 
                   男子の部  第４位 
                   女子の部  第４位 
  

□保護者の皆様へ□ 
１ 学校前駐車場の安全 について 

   演劇堂にて公演が開催されている期間、及び、地域づくり協議会の行事等の時は、学校前の駐

車場が大変混雑します。学校とは関係のない車(県外の方の車や高齢者運転の車等)が多く駐車して

います。また、生徒が家の車に向かって安全確認が不十分なまま走り出す場合もあります。 

安全確認をよろしくお願いします。 

   今後の予定については以下の通りです。 

    ◇演劇「肝っ玉おっ母と子供たち」  ６月２２日（日）まで 

     ※特に、２２日（日）は最終日なので、特に混雑することが予測されると聞いています。 

      また、２１日（土）は中島体育館で全能登バスケットボール大会が行われます。 

    ◇集団がん検診           ６月２４日（火）7:30～13:00 

     ※大型検診車が玄関に寄せて駐車することがありますのでご注意ください。 
 

２ 下校時間の変更 について 

   職員の研修のため、下記の期日の下校時間を変更しますので、ご協力願います。 

    ◇６月２３日（月）16 時下校 ⇒ 15 時下校 
 

３ 自転車の乗り方 について 

   生徒の自転車の乗り方に関して、注意喚起をお願いしたいという依頼がありました。例年、地

域の方々からも、中学生の自転車の乗り方について苦情が寄せられます。「ヒヤッとした。事故が

起こってからでは遅いのでお知らせします」ということです。全校集会では、生徒指導担当から

自転車は車の仲間であり、ルールを守って運転するように指導がありました。 

◇車道の左側を走行する   ◇並列で走行しない   ◇ヘルメットを着用する 

◇一時停止の場所及び大きな道路に出る時は止まって左右の確認をする 

   
 ～親と子のなんでも電話相談室～ 

TEL ０７６７－５２－０７８３ 
受付時間： １３：００～１６：００（月曜～金曜） 
相談内容： 悩んでいること、困っていること 
＊匿名でのお電話で構いません。秘密は守ります。 

～オアシスライン担当～  

 

 「肝っ玉…」初日に観劇しました。 
その際、３年生の生徒が北國新聞
のインタビューに「劇の音楽や出演
者の芝居に感動し、勇気がもらえ
た。戦争を身近に感じたことはない
が、真剣に考えるきっかけになっ
た」と答えていました。92歳の仲代
さんの演技にも感服しました。 

テストの点数が悪かったら・・・と不安 
中学校での初めてのテストは不安に感じ 

ますよね。私も初めての中間テストは 

とても緊張しました。 

不安を感じないために、テスト期間の 

１週間でしっかりテスト勉強をして対策を 

すれば自信をもって取り組めると思います。 

ともに頑張りましょう。 

 

先輩への接し方がわからない 
先輩との接し方って難しいですよね。しかし、 

これから生きていくうえで必ず先輩はいます。 

まず、自分から関係ないことでもいいので話し 

かけることだと思います。そして、話すときに  

緊張せず、仲良くなりたいという気持ち 

で話しかけるといいと思います。先輩と 

話すには勇気が必要だと思いますが、 

リラックスし気軽に話しかけてください。 

 


